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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】簡単な構成で所望の方向に冷気を吐出できる冷
蔵庫を提供する。
【解決手段】前面に開口面を有して貯蔵物を冷却保存す
る貯蔵室と、貯蔵室の背面に配される冷気通路とを備え
、前面に吐出口３３を開口して冷気を前方に案内する案
内部３２を冷気通路に設けた冷蔵庫において、案内部３
２が前後方向に延びる第１周壁３２ａから屈曲して吐出
口３３の周縁を形成する屈曲部３２ｅを有し、屈曲部３
２ｅの内面が前後方向に対して傾斜する。
【選択図】図８



(2) JP 2019-11901 A 2019.1.24

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　前面に開口面を有して貯蔵物を冷却保存する貯蔵室と、前記貯蔵室の背面に配される冷
気通路とを備え、前面に吐出口を開口して冷気を前方に案内する案内部を前記冷気通路に
設けた冷蔵庫において、前記案内部が前後方向に延びる第１周壁から屈曲して前記吐出口
の周縁を形成する屈曲部を有し、前記屈曲部の内面が前後方向に対して傾斜することを特
徴とする冷蔵庫。
【請求項２】
　前記屈曲部の内面を曲面に形成したことを特徴とする請求項１に記載の冷蔵庫。
【請求項３】
　前記第１周壁に直交して前後方向に平行な面内で前記屈曲部の内面前端の接線方向が前
後方向に対して傾斜することを特徴とする請求項２に記載の冷蔵庫。
【請求項４】
　前記屈曲部の前端から外側に延びるとともに空間を介して前記屈曲部の前方に配される
延設部を備えることを特徴とする請求項１～請求項３のいずれかに記載の冷蔵庫。
【請求項５】
　前記吐出口が格子状のリブにより複数の開口部に分割されることを特徴とする請求項１
～請求項４のいずれかに記載の冷蔵庫。
【請求項６】
　複数の前記案内部を備え、一の前記案内部が前記第１周壁により左側壁を形成され、他
の前記案内部が前記第１周壁により右側壁を形成されることを特徴とする請求項１～請求
項５のいずれかに記載の冷蔵庫。
【請求項７】
　前記第１周壁が前記第１周壁に対向する第２周壁よりも前記貯蔵室の側壁に近い位置に
配されることを特徴とする請求項６に記載の冷蔵庫。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、貯蔵室の背面に冷気通路を設けた冷蔵庫に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来の冷蔵庫は特許文献１に開示されている。この冷蔵庫は断熱壁を介して隣接する冷
蔵室、冷凍室、野菜室を有する。冷凍室の背面には冷却器及び送風機を配した冷気通路が
設けられる。冷気通路には冷凍室に臨む吐出口が設けられる。吐出口は冷凍室の背面の両
側部に配置される。
【０００３】
　上記構成の冷蔵庫において、送風機が駆動されると、冷却器で生成された冷気が冷気通
路を流通して吐出口から冷凍室内に吐出される。これにより、冷凍室が冷却される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開平７‐２６０３１５号公報（第６頁、第１図～第３図）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　上記従来の冷蔵庫によると、冷凍室の背面の両側部に配置される吐出口から前方に冷気
が吐出され、冷凍室の側壁に沿って流通する冷気が多くなる。これにより、側壁を介して
冷熱が庫外に放出され易くなり、冷蔵庫の冷却効率が悪くなる。吐出口は庫内の機器によ
り配置を制限される場合があるため、簡単な構成で側壁から離れる方向に冷気を吐出でき
る冷蔵庫が望まれる。また、側壁から離れる方向だけでなく、配置を制限される吐出口か
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ら簡単な構成で所望の方向に向けて冷気を吐出できることが望まれる。
【０００６】
　本発明は、簡単な構成で所望の方向に向けて冷気を吐出できる冷蔵庫を提供することを
目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記目的を達成するために本発明は、前面に開口面を有して貯蔵物を冷却保存する貯蔵
室と、前記貯蔵室の背面に配される冷気通路とを備え、前面に吐出口を開口して冷気を前
方に案内する案内部を前記冷気通路に設けた冷蔵庫において、前記案内部が前後方向に延
びる第１周壁から屈曲して前記吐出口の周縁を形成する屈曲部を有し、前記屈曲部の内面
が前後方向に対して傾斜することを特徴としている。
【０００８】
　また本発明は、上記構成の冷蔵庫において、前記屈曲部の内面を曲面に形成したことを
特徴としている。
【０００９】
　また本発明は、上記構成の冷蔵庫において、前記第１周壁に直交して前後方向に平行な
面内で前記屈曲部の内面前端の接線方向が前後方向に対して傾斜することを特徴としてい
る。
【００１０】
　また本発明は、上記構成の冷蔵庫において、前記屈曲部の前端から外側に延びるととも
に空間を介して前記屈曲部の前方に配される延設部を備えることを特徴としている。
【００１１】
　また本発明は、上記構成の冷蔵庫において、前記吐出口が格子状のリブにより複数の開
口部に分割されることを特徴としている。
【００１２】
　また本発明は、上記構成の冷蔵庫において、前記第１周壁に対向する第２周壁に前記吐
出口の周縁が近接することを特徴としている。
【００１３】
　また本発明は、上記構成の冷蔵庫において、前記吐出口が前記第１周壁に対向する第２
周壁に接して形成されることを特徴としている。
【００１４】
　また本発明は、上記構成の冷蔵庫において、前記吐出口が前記第２周壁の側方に面して
開口することを特徴としている。
【００１５】
　また本発明は、上記構成の冷蔵庫において、複数の前記案内部を備え、一の前記案内部
が前記第１周壁により左側壁を形成され、他の前記案内部が前記第１周壁により右側壁を
形成されることを特徴としている。
【００１６】
　また本発明は、上記構成の冷蔵庫において、前記第１周壁が前記第２周壁よりも前記貯
蔵室の側壁に近い位置に配されることを特徴としている。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明の冷蔵庫によると、冷気を前方に案内する案内部が第１周壁から屈曲して内面を
傾斜した屈曲部を有するので、第１周壁に沿って流通する冷気が屈曲部の内面に沿って吐
出口側に曲げられる。従って、簡単な構成で吐出口から所望の方向に向けて冷気を吐出す
ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】本発明の第１実施形態の冷蔵庫を示す正面図
【図２】本発明の第１実施形態の冷蔵庫を示す右側面断面図
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【図３】本発明の第１実施形態の冷蔵庫の背面パネルを示す斜視図
【図４】本発明の第１実施形態の冷蔵庫の背面パネルを示す正面図
【図５】図４のＡ－Ａ断面図
【図６】本発明の第１実施形態の冷蔵庫の仕切板を前方から見た斜視図
【図７】本発明の第１実施形態の冷蔵庫の案内部を示す斜視図
【図８】本発明の第１実施形態の冷蔵庫の案内部を示す上面断面図
【図９】本発明の第１実施形態の冷蔵庫の背面パネルの成形時の状態を示す断面図
【図１０】本発明の第２実施形態の冷蔵庫の案内部を示す斜視図
【図１１】本発明の第２実施形態の冷蔵庫の案内部を示す上面断面図
【図１２】本発明の第３実施形態の冷蔵庫の案内部を示す斜視図
【図１３】本発明の第３実施形態の冷蔵庫の案内部を示す上面断面図
【図１４】本発明の第４実施形態の冷蔵庫の案内部を示す斜視図
【図１５】本発明の第４実施形態の冷蔵庫の案内部を示す上面断面図
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　＜第１実施形態＞
　以下に図面を参照して本発明の実施形態を説明する。図１及び図２は第１実施形態の冷
蔵庫の正面図及び右側面断面図を示している。冷蔵庫１は室内の床面ＦＬ上に設置され、
外箱１０と内箱１１との間に発泡ウレタン等の発泡断熱材１２を充填した断熱箱体７を有
している。外箱１０は塗装鋼板等により形成され、内箱１１は樹脂成形品により形成され
る。
【００２０】
　外箱１０の背面板１０ａの内面にはパネル状の真空断熱材１４がホットメルト接着剤、
両面粘着テープ等により取り付けられる。真空断熱材１４は発泡断熱材１２よりも熱伝導
率が低いため、断熱箱体７の断熱性能を向上させることができる。
【００２１】
　冷蔵庫１は断熱箱体７によって複数の貯蔵室を形成され、冷蔵庫１の上部には冷蔵室２
が配される。冷蔵室２の下方には左右に並設された製氷室５及び冷凍室４が断熱材を充填
した仕切壁１１ａを介して配される。冷凍室４及び製氷室５の下方には仕切部５０を介し
て冷凍室３が配される。冷凍室３の下方には断熱材を充填した仕切壁１１ｂを介して野菜
室６が配される。
【００２２】
　冷蔵室２は食品等の貯蔵物を冷蔵保存する。冷蔵室２の前面の開口面ＯＦは側端に回動
軸を有する回動式の扉２ａにより開閉される。冷蔵室２の両側壁には前後に延びる複数の
支持部（不図示）が上下に並んで突設される。各支持部上には貯蔵物を載置する透明樹脂
から成る棚６０が着脱可能に設置される。
【００２３】
　冷凍室３、冷凍室４及び製氷室５は仕切部５０の後方で連通し、冷凍室４の容積は冷凍
室３の容積よりも小さくなっている。製氷室５は自動製氷装置（不図示）によって製氷さ
れた氷を貯氷し、冷凍室３、４は食品等の貯蔵物を冷凍保存する。
【００２４】
　製氷室５の前面の開口面ＯＦは貯氷ケース５ｂ（不図示）と一体に前後にスライド移動
する引出式の扉５ａにより開閉される。冷凍室３の前面の開口面ＯＦは収納ケース３ｂと
一体に前後にスライド移動する引出式の扉３ａにより開閉される。収納ケース３ｂ上には
収納ケース３ｃが載置される。冷凍室４の前面の開口面ＯＦは収納ケース４ｂと一体に前
後にスライド移動する引出式の扉４ａにより開閉される。
【００２５】
　野菜室６内の温度は冷蔵室２の温度よりも高く設定され、野菜等の貯蔵物を冷蔵保存す
る。野菜室６の前面の開口面ＯＦは収納ケース６ｂと一体に前後にスライド移動する引出
式の扉６ａにより開閉される。
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【００２６】
　野菜室６の後方には機械室１９が設けられる。機械室１９の底面及び背面はそれぞれ底
面板１９ａ及び背面カバー１９ｂにより覆われる。機械室１９内には冷凍サイクルを運転
する圧縮機２０が配される。
【００２７】
　冷凍室３、４及び製氷室５の背面には背面パネル３５が配され、背面パネル３５と内箱
１１との間に冷気通路３０が設けられる。冷蔵室２の背面には背面パネル４５が配され、
ダンパ１６を介して冷気通路３０に連通する冷気通路４０が背面パネル４５と内箱１１と
の間に設けられる。
【００２８】
　冷気通路３０は主通路３１及び案内部３２、３７を有し、主通路３１は仕切板３６によ
り前部３１ａと後部３１ｂとに仕切られる。仕切板３６には貫通孔３１ｄが設けられ、貫
通孔３１ｄ上には送風機１５が配される。主通路３１の後部３１ｂには圧縮機２０に接続
されて冷気を生成する冷却器２１が配される。
【００２９】
　案内部３２は背面パネル３５の上部に前方に突出して複数設けられ、前面に吐出口３３
が開口する。案内部３７は案内部３２の下方に前方に突出して設けられ、前面に吐出口３
４が開口する。
【００３０】
　冷気通路４０は背面パネル４５上に複数の吐出口４１が開口する。また、冷蔵室２と野
菜室６とは連通路２６（図６参照）を介して連通し、野菜室６の背面には戻り口３０ｃを
開口して冷気通路３０に連通する戻り通路７０が設けられる。
【００３１】
　図３及び図４は背面パネル３５を示す斜視図及び正面図である。図５は図４のＡ－Ａ断
面図である。背面パネル３５はＡＢＳ樹脂等の樹脂成形品により形成される。背面パネル
３５の上部の４箇所には吐出口３３を開口する案内部３２が２段に配され、下段の案内部
３２の下方には案内部３７が左右に延びて形成される。案内部３７の下方には戻り口３０
ｂが左右に延びて形成される。
【００３２】
　上段の案内部３２は背面パネル３５の上端の左右の端部に配される。下段の案内部３２
は背面パネル３５の上下方向の中央部の右端部と、上下・左右方向の中央部から左方に偏
った位置とに配される。以下、上部の２段の各案内部３２をそれぞれ「上段右方の案内部
３２」、「上段左方の案内部３２」、「下段右方の案内部３２」、「下段左方の案内部３
２」という場合がある。
【００３３】
　上段右方及び上段左方の案内部３２はそれぞれ冷凍室４及び製氷室５に臨む。下段右方
及び下段左方の案内部３２は冷凍室３に臨み、収納ケース３ｃの上面と略同じ高さに配置
される。案内部３７は冷凍室３に臨み、収納ケース３ｂの上面と略同じ高さに配置される
。
【００３４】
　案内部３２及び案内部３７は前後方向に延びる筒状に形成され、主通路３１の前部３１
ａ（図２参照）を上下方向に流通する冷気を前方に案内する。本実施形態では、案内部３
２、３７の鉛直断面は略矩形に形成される。尚、案内部３２、３７の鉛直断面を矩形以外
の多角形、円形、楕円形等に形成してもよい。
【００３５】
　案内部３７の前面の吐出口３４は上下に延びる複数のリブ３４ａにより複数（本実施形
態では３個）の開口部３４ｂに分割されている。また、吐出口３４の左右方向の長さは案
内部３２の吐出口３３の左右方向の長さよりも長く、吐出口３４の開口面積は各案内部３
２の吐出口３３の開口面積よりも大きくなっている。
【００３６】
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　図６は仕切板３６を前方から見た斜視図を示している。仕切板３６はＡＢＳ樹脂等の樹
脂成形品により形成される。仕切板３６の上面の左端部には開口部３６ａが開口し、右端
部には開口部３６ｂが開口する。仕切板３６の下面の右端部には開口部３６ｃが開口する
。
【００３７】
　仕切板３６の右端部には連通路カバー２６ａが取り付られ、開口部３６ｂ、３６ｃを連
結する連通路２６が形成される。連通路２６は開口部３６ｂ、３６ｃを介して冷蔵室２と
野菜室６（図２参照）とを連通させる。仕切板３６の連通路２６よりも左方には背面パネ
ル３５が取り付けられ、冷気通路３０の主通路３１の前部３１ａ（図２参照）が形成され
る。開口部３６ａを介して冷気通路３０、４０（図２参照）が連通する。
【００３８】
　図７及び図８は下段右方の案内部３２の詳細を示す斜視図及び上面断面図である。他の
案内部３２も下段右方の案内部３２と同様の構成である。案内部３２は筒状に形成され、
前後方向に延びて左右に対向する周壁３２ａ、３２ｂ及び前後方向に延びて上下に対向す
る周壁３２ｃ、３２ｄを備えている。
【００３９】
　周壁３２ａ（第１周壁）は案内部３２の右側壁を形成し、周壁３２ｂ（第２周壁）は案
内部３２の左側壁を形成する。周壁３２ｃは案内部３２の上壁を形成し、周壁３２ｄは案
内部３２の底壁を形成する。
【００４０】
　吐出口３３は案内部３２の前面上に開口し、格子状のリブ３３ａ、３３ｂにより複数の
開口部３３ｃに分割される。本実施形態では、上下に延びる１本のリブ３３ａと、左右に
延びる１本のリブ３３ｂにより吐出口３３は４個の開口部３３ｂに分割される。尚、リブ
３３ａ、３３ｂを複数設けてもよく、リブ３３ａ及びリブ３３ｂの一方または両方を省い
てもよい。
【００４１】
　案内部３２の前端部には屈曲部３２ｅが設けられる。屈曲部３２ｅは左右の一方の周壁
３２ａの前端から内側に直線状に屈曲し、前後方向に対して傾斜する。屈曲部３２ｅは外
面を前後方向に対して垂直に形成してもよく、少なくとも内面を前後方向に対して傾斜し
ていればよい。吐出口３３は屈曲部３２ｅの前端及び周壁３２ｂの前端に接し、屈曲部３
２ｅ及び周壁３２ｂは吐出口３３の周縁を形成する。
【００４２】
　前述の図３に示すように、下段右方の案内部３２は上段右方の案内部３２と同様に形成
され、屈曲部３２ｅを設けた周壁３２ａにより右側壁を形成される。上段左方及び下段左
方の案内部３２は上段右方の案内部３２を左右反転した形状に形成され、屈曲部３２ｅを
設けた周壁３２ａにより左側壁を形成される。即ち、各案内部３２の周壁３２ａ（第１周
壁）は周壁３２ｂ（第２周壁）よりも冷凍室３の側壁に近い位置に配される。
【００４３】
　本実施形態では、案内部３２の周壁３２ａ～３２ｄ及びリブ３３ａ、３３ｂの側壁は前
後方向に対して平行に形成される。このため、周壁３２ａ～３２ｄ及びリブ３３ａ、３３
ｂは案内部３２を前後方向に流通する冷気の風向を曲げる風向偏向板の機能を持たず、屈
曲部３２ｅが風向偏向板の機能を有する。
【００４４】
　図９は背面パネル３５の成形時の案内部３２近傍を示す断面図である。背面パネル３５
の金型９０は雌型９１と、雌型９１に対して図中、上下方向に移動する雄型９２とを備え
ている。雄型９２の図中、下方の端面にはリブ３３ａ、３３ｂを形成する格子状の凹部９
２ａが形成される。図中、Ｒは雄型９２の抜き方向を示している。
【００４５】
　雌型９１と雄型９２とは合わせ面ＭＦ上で接して配され、両者の隙間に樹脂が充填され
る。案内部３２の周壁３２ａ～３２ｄ及びリブ３３ａ、３３ｂ（図６参照）の側壁は冷蔵
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庫１の前後方向に平行に形成される。このため、雄型９２の抜き方向Ｒが冷蔵庫１の前後
方向に一致し、合わせ面ＭＦが抜き方向Ｒに垂直な平面に形成される。
【００４６】
　例えば、リブ３３ａが傾斜して風向偏光板の機能を持つ場合に、合わせ面ＭＦが抜き方
向Ｒに平行な面を有し、金型９０が複雑になる。また、傾斜した複数のリブ３３ａが前後
方向に重なる場合や、傾斜したリブ３３ａと周壁３２ａとが前後方向に重なる場合、抜き
方向が傾斜して金型９０が更に複雑になる。従って、本実施形態は金型９０の構造を簡単
にすることができ、背面パネル３５に一体の案内部３２を容易に成形することができる。
【００４７】
　上記構成の冷蔵庫１において、圧縮機２０及び送風機１５が駆動されると冷却器２１と
熱交換して生成される冷気が冷気通路３０の主通路３１の後部３１ｂを流通する。主通路
３１の後部３１ｂを流通する冷気は貫通孔３１ｄを介して主通路３１の前部３１ａに流入
する。主通路３１の前部３１ａを流通する冷気の一部は案内部３２、３７を前方に流通し
、吐出口３３、３４を介して冷凍室３、４及び製氷室５に吐出される。これにより、冷凍
室３、４及び製氷室５が冷却され、戻り口３０ｂを介して冷気が冷却器２１に戻る。
【００４８】
　ダンパ１６が開かれると、冷気通路３０の前部３１ａを流通する冷気の一部が冷気通路
４０に流入する。冷気通路４０を流通する冷気は吐出口４１から冷蔵室２内に吐出され、
冷蔵室２が冷却される。冷蔵室２を流通した冷気は連通路２６を介して野菜室６に流入し
、野菜室６が冷却される。野菜室６を流通した冷気は戻り通路７０を介して冷却器２１に
戻る。
【００４９】
　周壁３２ａ～３２ｄにより筒状に形成される案内部３２は案内部３２内を前方へ向かっ
て流通する冷気を整流する。このため、吐出口３３に向かう冷気の速度や密度の偏りが軽
減される。案内部３２には屈曲部３２ｅが設けられるため、図８の矢印Ｓに示すように、
周壁３２ａの内面に沿う冷気流は屈曲部３２ｅの内面に沿って吐出口３３側に曲げられる
。
【００５０】
　屈曲部３２ｅにより曲げられた冷気流は周壁３２ａから離れて前方に流通する冷気と合
流し、吐出口３３から屈曲部３２ｅの反対方向に向けて冷気が吐出される。即ち、冷気は
案内部３２の周壁３２ａに近い側の冷凍室３の側壁から離れる方向に向けて吐出口３３か
ら吐出される。これにより、簡単な構成で冷気が吐出口３３から所望の方向に向けて吐出
され、冷凍室３の側壁に沿って流通する冷気を少なくすることができる。従って、冷凍室
３の側壁を介して庫外に放出される冷熱を削減することができる。
【００５１】
　本実施形態によると、冷気を前方に案内する案内部３２が周壁３２ａ（第１周壁）から
屈曲して内面を傾斜した屈曲部３２ｅを有するので、周壁３２ａに沿って流通する冷気が
屈曲部３２ｅの内面に沿って吐出口３３側に曲げられる。従って、簡単な構成で吐出口３
３から所望の方向に向けて冷気を吐出することができる。
【００５２】
　また、吐出口３３が周壁３２ｂに近接するので、周壁３２ｂに沿う冷気流が対向する周
壁３２ａ側に向かうことがなく、吐出口３３から吐出される冷気流を屈曲部３２ｅの反対
方向に容易に向けることができる。
【００５３】
　また、案内部３２の周壁３２ａ～３２ｄ及びリブ３３ａ、３３ｂの側壁が平行に形成さ
れ、冷気の方向を所望の方向に曲げる風向偏向板の機能を持たない。このため、案内部３
２の周壁及びリブ３３ａ、３３ｂを金型９０の抜き方向に対して所定の抜き勾配よりも大
きく傾斜させる必要がない。このため、雄型９２の抜き方向Ｒを冷蔵庫１の前後方向に一
致させることができる。これにより、金型９０の構造を簡単にすることができ、背面パネ
ル３５に一体の案内部３２を容易に成形することができる。
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【００５４】
　また、上段右方の案内部３２の周壁３２ａは右側壁を形成し、周壁３２ｂは左側壁を形
成する。上段左方の案内部３２の周壁３２ａは左側壁を形成し、周壁３２ｂは右側壁を形
成する。即ち、左右の案内部３２の周壁３２ａは周壁３２ｂよりも冷凍室３の側壁に近い
位置に配される。このため、案内部３２の吐出口３３から冷凍室３の側壁から離れる方向
に冷気が吐出される。これにより、冷凍室３の側壁に沿って流通する冷気を少なくするこ
とができ、側壁を介して庫外に放出される冷熱を削減して冷蔵庫１の冷却効率を向上させ
ることができる。
【００５５】
　また、上段左方の案内部３２よりも右方に配される下段左方の案内部３２の周壁３２ａ
は左側壁を形成する。上段右方の案内部３２よりも左方に配される下段右方の案内部３２
の周壁３２ａは右側壁を形成する。これにより、下段左方の案内部３２及び下段右方の案
内部３２の吐出口３３から冷凍室３の左右方向の中央部に向かって冷気が吐出される。こ
のため、冷凍室３の左右方向の中央部を集中して冷却することができる。
【００５６】
　尚、下段右方の案内部３２の周壁３２ａが左側壁を形成し、下段左方の案内部３２の周
壁３２ａが右側壁を形成してもよい。この場合には、冷凍室３の左部及び右部を集中して
冷却することができる。
【００５７】
　上記のように複数の案内部３２から異なる方向に冷気を吐出する際に、案内部３２の周
壁またはリブ３３ａ、３３ｂが傾斜すると金型９０が複数の抜き方向を必要として更に複
雑になる。このため、屈曲部３２ｅにより冷気の方向を変えると簡単な構造の金型９０に
より様々な冷気の吐出方向を有する複数の案内部３２を背面パネル３５に一体に成形する
ことができる。従って、冷蔵庫１の製造コストを削減することができる。
【００５８】
　また、吐出口３３が格子状のリブ３３ａ、３３ｂにより複数の開口部３３ｂに分割され
る。これにより、案内部３２により整流される冷気流がリブ３３ａ、３３ｂにより更に整
流され、吐出口３３から冷気流を円滑に吐出することができる。
【００５９】
　＜第２実施形態＞
　次に、図１０及び図１１は第２実施形態の冷蔵庫１の案内部３２の詳細を示す斜視図及
び上面断面図である。説明の便宜上、前述の図１～図９に示す第１実施形態と同様の部分
には同一の符号を付している。本実施形態は屈曲部３２ｅの形状が第１実施形態とは異な
っている。その他の部分は第１実施形態と同様である。
【００６０】
　上段右方の案内部３２の周壁３２ａの前端から内側に屈曲する屈曲部３２ｅは前後方向
に対して曲線状に傾斜する。これにより、屈曲部３２ｅの内面が曲面により形成される。
屈曲部３２ｅの内面が曲面のため、周壁３２ａに沿って流通する冷気流が屈曲部３２ｅに
より曲げられる際の圧力損失を小さくすることができる。
【００６１】
　また、平面視において屈曲部３２ｅの内面前端の接線方向Ｔが前後方向に対して傾斜す
る。即ち、周壁３２ａに直交して前後方向に平行な面内で接線方向Ｔが前後方向に対して
傾斜する。これにより、周壁３２ａから離れて前後方向に流通する冷気流と屈曲部３２ｅ
に沿う冷気流とが円滑に合流し、圧力損失をより小さくすることができる。
【００６２】
　本実施形態によると、第１実施形態と同様の効果を得ることができる。また、屈曲部３
２ｅの内面を曲面に形成したので、冷気流の圧力損失を小さくすることができる。また、
屈曲部３２ｅの内面前端の接線方向Ｔが前後方向に対して傾斜するので、冷気流の圧力損
失をより小さくすることができる。
【００６３】
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　＜第３実施形態＞
　次に、図１２及び図１３は第３実施形態の冷蔵庫１の案内部３２の詳細を示す斜視図及
び上面断面図である。説明の便宜上、前述の図１０、図１１に示す第２実施形態と同様の
部分には同一の符号を付している。本実施形態は案内部３２の前面に延設部３２ｆが設け
られる。その他の部分は第２実施形態と同様である。
【００６４】
　延設部３２ｆは屈曲部３２ｅの前端から外側に延び、屈曲部３２ｅの外面と延設部３２
ｆとの間には空間Ｄが形成される。製氷室５及び冷凍室３、４の背面には延設部３２ｆが
露出し、屈曲部３２ｅが延設部３２ｆにより覆われて露出しない。
【００６５】
　延設部３２ｆは案内部３２内の冷気に接する屈曲部３２ｅから空間Ｄを介して離れるた
め、扉３ａの開閉直後等に湿った空気による延設部３２ｆ上の結露や着霜が防止される。
このため、製氷室５及び冷凍室３、４内の美観低下を防止できるとともに、結露水と貯蔵
物との接触を防止することができる。また、屈曲部３２ｅの外面に結露や着霜が発生して
も延設部３２ｆにより覆われるため美観低下を防止することができる。更に、空間Ｄによ
って屈曲部３２ｅに連続する延設部３２ｆの肉厚を小さくできるため、延設部３２ｆの前
面のヒケを防止することができる。
【００６６】
　本実施形態によると、第２実施形態と同様の効果を得ることができる。また、屈曲部３
２ｅの前端から外側に延びて空間Ｄを介して屈曲部３２ｅの前方に配される延設部３２ｆ
を設けたので、製氷室５及び冷凍室３、４内の美観低下及び結露水と貯蔵物との接触を防
止することができる。
【００６７】
　尚、本実施形態と同様の延設部３２ｆを第１実施形態の冷蔵庫１の案内部３２に設けて
もよい。
【００６８】
　＜第４実施形態＞
　次に、図１４及び図１５は第４実施形態の冷蔵庫１の案内部３２の詳細を示す斜視図及
び上面断面図である。説明の便宜上、前述の図１２、図１３に示す第３実施形態と同様の
部分には同一の符号を付している。本実施形態は案内部３２の吐出口３３の形状が第３実
施形態と異なっている。その他の部分は第３実施形態と同様である。
【００６９】
　案内部３２の吐出口３３は上下に延びるリブ３３ａにより分割され、左右に延びるリブ
３３ｂ（図１２参照）が省かれる。案内部３２の屈曲部３２ｅの前端よりも周壁３２ａに
対向する周壁３２ｂの前端が後方に配置される。これにより、案内部３２の吐出口３３は
周壁３２ｂ（第２周壁）の側方に面して開口する。尚、周壁３２ｂの前端を屈曲部３２ｅ
の前端と前後方向の同じ位置に配し、周壁３２ｂの前端に貫通孔または切欠きを設けても
よい。
【００７０】
　上記構成の冷蔵庫１において、送風機１５を駆動させると第１実施形態と同様に、吐出
口３３から吐出される冷気流は屈曲部３２ｅの反対方向に曲げられる。この時、案内部３
２の吐出口３３は周壁３２ｂの側方に面して開口している。これにより、案内部３２内を
流通した冷気を屈曲部３２ｅの反対方向により容易に吐出することができる。
【００７１】
　本実施形態によると第１実施形態と同様の効果を得ることができる。また、吐出口３３
が周壁３２ｂの側方に面して開口するので、案内部３２内を流通した冷気を屈曲部３２ｅ
の反対方向により容易に吐出することができる。尚、第１、第２実施形態も同様に吐出口
３３が周壁３２ｂの側方に面して開口してもよい。
【００７２】
　第１～第４実施形態において、冷気通路４０の背面パネル４５に背面パネル３５と同様
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の案内部３２を設けてもよい。また、背面パネル３５上に各実施形態の案内部３２を適宜
組み合わせて設けてもよい。
【００７３】
　また、屈曲部３２ｅを形成される周壁３２ａが案内部３２の上壁または下壁であっても
よい。これにより、吐出口３３から吐出される冷気流を下方または上方に曲げることがで
きる。
【００７４】
　また、案内部３２が背面パネル３５の後方に突出してもよい。しかし、第１～第４実施
形態のように案内部３２が背面パネル３５の前方に突出すると、主通路３１内の冷気の流
通が案内部３２により妨げられないためより望ましい。
【産業上の利用可能性】
【００７５】
　本発明によると、貯蔵室の背面に冷気通路を設けた冷蔵庫に利用することができる。
【符号の説明】
【００７６】
　　　１　　　冷蔵庫
　　　２　　　冷蔵室
　　　２ａ、３ａ、４ａ、５ａ、６ａ　扉
　　　３、４　冷凍室
　　　３ｂ、３ｃ、４ｂ、６ｂ　収納ケース
　　　５　　　製氷室
　　　５ｂ　　貯氷ケース
　　　６　　　野菜室
　　　７　　　断熱箱体
　　１０　　　外箱
　　１１　　　内箱
　　１１ａ、１１ｂ　仕切壁
　　１２　　　発泡断熱材
　　１４　　　真空断熱材
　　１５　　　送風機
　　１６　　　ダンパ
　　１９　　　機械室
　　２０　　　圧縮機
　　２１　　　冷却器
　　２６　　　連通路
　　３０、４０　冷気通路
　　３０ｂ、３０ｃ　戻り口
　　３１　　　主通路
　　３１ａ　　前部
　　３１ｂ　　後部
　　３２、３７　案内部
　　３２ａ　　周壁（第１周壁）
　　３２ｂ　　周壁（第２周壁）
　　３２ｃ、３２ｄ　周壁
　　３２ｃ、３２ｄ　周壁
　　３２ｅ　　屈曲部
　　３２ｆ　　延設部
　　３３、３４、４１　吐出口
　　３３ａ、３３ｂ、３４ａ　リブ
　　３３ｂ、３３ｃ、３４ｂ　開口部
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　　３５　　　背面パネル
　　３６　　　仕切板
　　４５　　　背面パネル
　　７０　　　戻り通路
　　９０　　　金型
　　９１　　　雌型
　　９２　　　雄型
　　９２ａ　　凹部
　　　Ｄ　　　空間
　　ＭＦ　　　合わせ面
　　ＯＦ　　　開口面

【図１】 【図２】
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【図９】

【図１０】

【図１１】

【図１２】

【図１３】

【図１４】
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